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6月末現在の会員数849人
（男性493人・女性356人）

事
業
・
決
算
報
告
承
認

新
役
員
選
任

平
成
24
年
度
定
時
総
会
開
催

嘉陽榮憲

理 事 長

屋良保
沖縄市役所
経済文化部
部 長

仲宗根弘

沖縄市議会

議 長

名嘉元甚勝
沖縄県シルバー
人材センター

連 合会長

公
益
社
団
法
人
沖
縄
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
、
平
成
24
年
度
定
時
総
会

が
６
月
６
日
、
沖
縄
市
農
民
研
修
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
新
年
度
の
事
業
計
画

や
収
支
予
算
が
報
告
さ
れ
た
。

（
２
・
３
面
に
関
連
）

総
会
は
午
後
２
時
に
開
会
。
嘉
陽
榮
憲
理
事
長
の
挨

拶
の
後
、
東
門
美
津
子
市
長
ら
来
賓
の
方
々
が
祝
辞
を

述
べ
ら
れ
た
。

浜
比
嘉
宗
明
会
員
の
司
会
に
よ
り
総
会
が
進
行
。

こ
の
日
は
８
３
６
人
の
会
員
の
う
ち
、
２
９
４
人
が

出
席
、
２
４
６
人
の
委
任
状
提
出
が
あ
っ
た
。

議
長
に
は
、
伊
波
徹
会
員
（
山

内
中
校
地
区
）=

写
真=

を
選
出
、

以
下
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
全
議

案
が
承
認
さ
れ
た
。

議
長
退
任
の
後
、
今
期
で
退
任
さ
れ
た
13
人
に
表
彰

状
と
記
念
品
が
嘉
陽
理
事
長
よ
り
手
渡
さ
れ
た
。

総
会
終
了
後
、
臨
時
の
理
事
会
が
招
集
さ
れ
、
新
三

役
が
互
選
で
決
定
、
第
２
部
の
冒
頭
に
嘉
陽
理
事
長
よ

り
発
表
さ
れ
た
。

第
２
部
は
、
三
線
同
好
会
に
よ
る
「
か
ぎ
や
で
風
節
」

で
幕
開
け
、
桑
江
良
吉
前
監
事
の
乾
杯
音
頭
の
後
、
会

員
の
上
地
安
辰
さ
ん
（
安
慶
田
中
校
地
区
）
作
詞
・
作

曲
の
「
沖
縄
市
シ
ル
バ
ー
仲
間
」
が
披
露
さ
れ
た
。

セ
ン
タ
ー

議

事議
案
第
１
号

平
成
23
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

議
案
第
２
号

平
成
23
年
度
収
支
決
算
報
告
及
び

監
査
報
告

議
案
第
３
号

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

報

告報
告
第
１
号

平
成
24
年
度
事
業
計
画
及
び

収
支
予
算
書

報
告
第
２
号

平
成
23
年
度
収
支
補
正
予
算
書
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平
成
24
年
度
定
時
総
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
は
、
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
ご
臨
席
く
だ
さ
い
ま

し
た
沖
縄
市
長
東
門
美
津
子
様
、
沖
縄
市
議
会
議
長

仲
宗
根
弘
様
、
沖
縄
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会
長
名
嘉
元
甚
勝
様
は
じ
め
、
各
拠
点
の
役
職
員

の
皆
様
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
就
業
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
の
活
動
に
従
事
さ
れ
、
地
域
に
貢
献
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
公
益
法
人
改
革
関
連
法
に
よ
り
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
が
地
域
社
会
に
貢
献

す
る
公
益
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
、
会
員
の

総
意
に
基
づ
き
、
公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行
準
備
を

す
す
め
、
11
月
１
日
に
申
請
を
行
い
、
本
年
４
月
１

日
を
以
っ
て
公
益
社
団
法
人
と
し
て
、
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
い
た
し
ま
し
た
。
一
方
、
景
気
の
改
善
が
進
ま

な
い
中
、
国
の
「
事
業
仕
分
け
」
に
よ
る
補
助
金
の

大
幅
（
平
成
22
年
度
、
23
年
度
で
約
５
０
０
万
円
）

な
削
減
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る
行
財
政
改
革
、
指

定
管
理
者
制
度
を
始
め
と
す
る
競
争
原
理
の
導
入
な

ど
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
は
大
き

な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
当
セ
ン
タ
ー

で
も
本
年
度
か
ら
会
員
の
会
費
に
つ
い
て
２
０
０
０

円
を
３
０
０
０
円
に
、
事
務
費
10
％
を
12
％
に
見
直

し
を
さ
せ
て
頂
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

景
気
が
改
善
し
な
い
状
況
で
は
、
依
然
と
し
て
厳
し

い
事
業
運
営
が
予
測
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
う
し
た
厳
し
い

状
況
の
中
、
急
速

に
進
展
す
る
高
齢

社
会
の
中
で
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
業
が
果
た

す
役
割
は
、
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

特
に
、
近
年
の

入
会
者
の
特
徴
は
、

高
年
齢
者
の
雇
用

の
場
が
少
な
い
こ

と
や
厚
生
年
金
等

の
支
給
年
齢
の
繰

り
上
げ
と
の
関
係

が
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
60

代
前

半
層
の
入
会
者
が
増
え
て
お
り
、
全
会
員
８
３
６
人

に
占
め
る
割
合
も
１
７
２
人
と
20
％
を
超
え
て
い
ま

す
。ま

た
、
経
済
的
（
生
活
の
た
め
）
理
由
に
よ
る
入

会
者
が
50
％
を
越
え
て
い
る
事
も
、
現
在
の
社
会
・

経
済
状
況
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
後
さ
ら
に
増
え
続
け
る
就
業
や
社
会
参
加
を
希

望
す
る
地
域
の
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
た

め
に
、
役
員
、
会
員
、
事
務
局
が
一
体
と
な
り
、
公

益
社
団
法
人
と
し
て
の
使
命
を
自
覚
し
、
運
営
体
制

を
整
え
、
公
益
事
業
の
拡
充
を
推
進
し
、
地
域
社
会

に
貢
献
す
る
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
て
い
く
所
存
で
あ

り
ま
す
。

日
頃
よ
り
、
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
に
ご
支
援
、

ご
協
力
を
頂
い
て
い
る
市
当
局
、
市
議
会
、
企
業
、

市
民
の
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

今
後
と
も
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
ご
参
会
の
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を

祈
念
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

理

事

長

あ

い
さ

つ
（
全

文

）

地
域
社
会
に
貢
献
す
る

セ
ン
タ
ー
を
目
指
す

第
２
部
は
三
線
同
好
会
に

よ
る
〝
か
ぎ
や
で
風
節
〞

で
幕
開
け

「
沖
縄
市
シ
ル
バ
ー
仲

間
」
を
披
露
す
る
上
地

安
辰
さ
ん
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桑江 良吉
（3期6年)

（監 事）

故・池原保
（1期2年)

（美 里）

松江 義男
（1期2年)

（コ ザ）

比嘉 榮徳
（1期2年)

（山 内）

玉城テル子
（1期2年)
（美東・東）

池宮 隆
（1期2年)

（山 内）

伊波 徹
（3期6年）

（山 内）

新城 正子
（2期4年)

（美東・東）

我謝 孟吉
（3期6年)

（監 事）

宮里 政助
（2期4年)

（安慶田）

新地ノリ子
（2期4年)

（美 里）

監 事（新任）

比嘉 伸雄

今期退任された方々お疲れさまでした！

【
平
成
24
年
度
新
役
員
】
紹
介

役 職

氏 名

中校地区

監 事（新任）

上原 秀雄

理 事

崎濱 和秀
(特別会員)

理 事（新任）

諸喜田信敏
(美 里)

理 事（新任）

桑江 良哲
(美東・東)

理 事（新任）

金城 ツル
(安慶田)

理 事（新任）

平良 朝子
(美東・東)

理 事

島袋 哲行
(コ ザ)

理 事

徳永 軍一
(越来・宮里)

理 事

仲宗根正英
(コ ザ)

常務理事

平良 正吉
(特別会員)

副理事長

識名 章
(越来・宮里)

理 事 長

嘉陽 榮憲
(特別会員)

根路銘安盛
（1期2年)

（安慶田）

楢原 教宏
（1期2年)

（越来・宮里）

理 事

儀間泰夫
(美 里)
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地区
活動

美
東
・
東
中
校
地
区

今
年
も
児
童
た
ち
を
守
り
ま
す

③

（
前
列
右
か
ら
）
宮
城
良
子
、
新
城
正
子

班
長
、
垣
花
常
次

、
桑
江
良
次
副
地
区

長

、
桑
江
良
哲
（
後
列
右
か
ら
）
根
間
平

任
、
平
良
朝
子
、
野
原
輝
吉
、
中
村
義
男

班
長
、
喜
屋
武
盛
正
班
長

美
東
・
東
中
校
地
区
（
玉
城
テ
ル
子
地
区
長
）

は
、
毎
週
水
曜
日
地
区
内
４
つ
の
全
小
学
校
の

下
校
時
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
な
っ
て
い
る
。
地
域

に
根
ざ
し
た
活
動
は
学
校
か
ら
も
高
い
評
価
を

得
て
い
る
。

班
長
の
中
村
義
男
さ
ん
、
喜
屋
武
盛

正
、
新
城
正
子
さ
ん
は
「
地
域
の
子
供

の
安
全
を
守
り
、
地
域
交
流
を
深
め
る

活
動
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。
」

（写真右から）島袋健、島袋正一、

小山スミ子、島袋政夫班長

島
袋
政
夫
班
長
は
「
地
域
の
方
々
に

は
色
々
な
面
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
。

恩
返
し
の
気
持
ち
で
子
ど
も
た
ち
を
守
っ

て
あ
げ
た
い
」
と
語
っ
て
い
た
。

高
江
洲
勲
班
長
は
「
子
ど
も
達

か
ら
若
さ
と
元
気
を
も
ら
っ
て
ま

す
。
孫
と
接
し
て
い
る
よ
う
で
楽

し
ん
で
ま
す
」

班
長
の
金
城
ト
ヨ
さ
ん
、
与
那
嶺

幸
子
さ
ん
は
「
児
童
や
父
兄
、
職
員

の
方
々
か
ら
の
『
御
苦
労
さ
ま
』
の

一
声
が
大
変
う
れ
し
い
」
と
語
っ
て

い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

（
前
列
右
か
ら
）
山
城
竹
子
、
金
城
ト

ヨ
班
長
、
与
那
嶺
幸
子
班
長
、

（
後
列
右
か
ら
）
桑
江
良
次
副
地
区
長
、

玉
城
テ
ル
子
地
区
長
、
長
田
定
代
、

平
識
光
子
、
田
中
キ
ヨ

（
前
列
右
か
ら
）
桑
江
良
次
副
地
区
長
、

下
地
ヨ
シ
子
、
玉
城
テ
ル
子
地
区
長
、

（
後
列
右
か
ら
）
高
江
洲
班
長
、
兼
島

兼
福
、
當
間
順
介
、
恒
吉
正
明
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委 員 氏 名

委 員 長 諸喜田信敏

副委員長 崎濱 和秀

委 員 桑江 良哲

委 員 平良 朝子

平
成
24
年
度
第
４
回
理
事
会
が
６
月
15
日
、
シ
ル

バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

「
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
新
法
人
へ
の
取
り

組
み
は
、
鋭
意
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
更
に

詰
め
て
い
く
課
題
も
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
新
役
員

の
皆
さ
ん
に
は
、
公
益
社
団
法
人
と
い
う
事
を
あ
ら

ゆ
る
面
で
強
く
認
識
さ
れ
た
い
」
と
の
嘉
陽
榮
憲
理

事
長
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

議
案
第
１
号
「
正
会
員
の
入
会
に
つ
い
て
」
は
、

10
人
（
女
性
３
人
・
男
性
７
人
）
が
承
認
さ
れ
、
そ

の
結
果
６
月
15
日
現
在
の
会
員
数
は
８
４
９
人
（
女

性
３
５
６
人
・
男
性
４
９
３
人
）
と
な
っ
た
。

議
案
第
２
号
「
特
別
会
員
の
承
認
に
つ
い
て
」
は
、

嘉
陽
理
事
長
か
ら
推
薦
の
あ
っ
た
前
監
事
、
桑
江
良

吉
さ
ん
と
我
謝
孟
吉
さ
ん
が
承
認
さ
れ
た
。

24
年
５
月
の
事
業
実
績
は
、
会
員
数
は
50
人
増
え

た
も
の
の
、
就
業
実
人
員
で
は
▲
49
人
、
９
・
１
％

の
減
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
就
業
率
は
６
５
・
３

％
（
▲
８
・
３
％
）
。
一
方
契
約
金
額
で
は
、
２
６

８
０
万
円
で
昨
年
と
同
金
額
を
維
持
し
た
。
（
い
ず

れ
も
対
前
年
比
）

ゆ
ん
た
く
ま
ち
や
の
金
城
洋
子
総
括
責
任
者
か
ら

は
、
「
再
生
計
画
案
」
の
現
時
点
で
の
考
え
方
が
報

告
さ
れ
、
役
員
始
め
全
会
員
の
更
な
る
協
力
の
要
請

が
あ
っ
た
。

「

２
専
門

委
員

会
」

ス
タ
ー
ト

第
４
回

理
事
会

７月は 〝安全・適正就業強化月間〟沖
縄
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン

《

ひ
や
り
と
し
た

あ
の
体
験
を

今
活
か
せ

》

全
国
統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン

《

安
全
は

一
声
か
け
る

ゆ
と
り
か
ら

》

７
月
１
日
〜
31
日
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
「
安
全
・
適
正
就
業
強
化
月
間
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。

23
年
度
は
11
件
の
事
故
（
物
損
４
件
、
傷
害

７
件
）
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
強
化
月
間
を

機
に
事
故
撲
滅
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

安
全
・
適
正
就
業
推
進
大
会
開
催

・
日

時

平
成
24
年
８
月
１
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

・
場

所

沖
縄
市
農
民
研
修
セ
ン
タ
ー

安
全
・
適
正
就
業
の
強
化

会
員
の
就
業
に
つ
い
て
は
、
安
全
の
確
保
、

適
正
な
就
業
環
境
が
最
も
重
要
な
要
件
で
あ

り
、
安
全
・
適
正
就
業
に
努
め
る
。

①

事
故
防
止
計
画
の
作
成
及
び
再
発
防
止

の
検
証

②

安
全
・
適
正
就
業
員
、
推
進
員
に
よ
る

現
場
巡
回

③

安
全
・
適
正
就
業
に
関
す
る
点
検

④

安
全
・
適
正
就
業
強
化
月
間
の
取
組
み

委 員 氏 名

委 員 長 徳永 軍一

副委員長 島袋 哲行

委 員 儀間 泰夫

委 員 仲宗根正英

委 員 金城 ツル

氏 名

委 員 徳永 軍一

氏 名

委 員 識名 章

委 員 儀間 泰夫

委 員 仲宗根正英

安全・適正就業員 入会・就業相談員

総

務

委

員

会

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会

期

待

さ

れ

る

専

門

委

員

会

新役員による初の理事会
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沖
縄
市
の
遺
跡
・
文
化
財
24
カ
所
を

守
っ
て
い
る
就
業
グ
ル
ー
プ
（
仲
宗
根

正
英
リ
ー
ダ
ー
）
は
７
人
。

先
人
の
暮
ら
し
と
文
化
の
原
点
を
探

る
生
き
た
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
価

値
を
持
っ
て
お
り
、
作
業
に
は
最
大
の

緊
張
感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

就
業
現
場
め
ぐ
り

「
文

化

財

」

就
業
グ
ル
ー
プ

都
市
公
園
で
職
場
体
験
学
習

―

美
里
中
学
校

―

（
写
真
右
前
か
ら
）
仲
田
弘
子
、
大
嶺
綾
子
、

宜
保
好
子
（
後
右
か
ら
）
仲
宗
根
昌
栄
、
島

袋
政
夫
、
島
袋
哲
行
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー

＝
長
さ

９
ｍ
・
幅
３
ｍ
の
内
喜
名
登
窯
の
前
で
＝

仲宗根ウガン（仲宗根）

「ウンサクモー」とも呼ばれ、

村では５月ウマチーなどに拝

んでいる

市指定文化財・カフンジャー橋
（美里）
明治末期から大正初期にかけて
造られた石橋で、橋の移り変わ
りを知る上で大変貴重な建造物

シーサー (山里)

大きなウスクギー（アコウ）の

木の根元に琉球石灰岩で造られ、

津堅島に向けて設置されている

都

市

公

園

だ

よ

り

美
里
中
学
校
の
生
徒
７
人
は
、
職
場
体
験
学
習

の
一
環
と
し
て
都
市
公
園
内
の
落
書
き
消
し
作
業

に
取
り
組
ん
だ
。

６
月
26
日
か
ら
三
日
間
、
明
道
公
園
、
美
里
公

園
等
で
大
汗
を
か
き
な
が
ら
大
奮
闘
。

「
暑
い
中
で
の
作
業
で
し
た
が
、
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
で
楽
し
い
体
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
」
と
感

想
を
述
べ
て
い
た
。

美
し
い
公
園
も
落
書

き
が
い
っ
ぱ
い

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
作
業
の
能

率
は
大
幅
ア
ッ
プ
、
楽
し
い

体
験
中
の
実
習
生

比嘉安弘職員（左端）の指導で、落書きはすっ

かり消え、美しさが甦りました
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池原康一 中部

徳洲会病院乳腺

・一般外科部長

健

康

講

話

早
期
発
見
で
傷
の
小
さ
な
手
術
へ

〜
大
腸
が
ん
は
完
治
す
る
〜

「
大
腸
が
ん
」
は
、
早
期
で
あ
れ
ば
ほ
ぼ
１
０
０
％
近
く
完
治
し
ま
す

が
、
一
般
的
に
は
自
覚
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
。
従
っ
て
、
無
症
状
の
時

期
に
発
見
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

大
腸
が
ん
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
年
齢
は
、
50
代
か
ら
多
く
見
ら
れ
60

代
か
ら
70
代
で
ピ
ー
ク
に
な
り
ま
す
。

大腸がんの危険因子

大腸がんで見られる症状

５
月
16
日
、
徳
洲
会
病
院
内

で
行
わ
れ
た
池
原
康
一
乳
腺
・

一
般
外
科
部
長
の
講
話
よ
り

１ 出血（鮮血・下血）

２ 便秘 最近突然便が出にくくなった。
３ 便の狭小化 最近便が細くなってきた。

４ 下痢
５ 大腸閉塞

６ 痛み
７ 腹部のしこり

１ 食事
① 赤身のお肉

② アルコール

③ 高脂肪食
野菜の摂取はがんになりにくくする。

２ 運動不足
３ 喫煙

４ 家族歴

我が国のがんの状況

◎ 年間約３０万人の死者
◎ 年間約６０万人が発病

◎ 家族・親族にがん患者がいない家族

はほとんど無いという状況
◎ 国民の半数が人生で一度はがんにな

り、３分の１ががんで死ぬ現実

大腸がんの検査は？

１ 便潜血

一般の集団検診で行っています。

（化学法37～74％、免疫法67％～91％）
２ 大腸バリウム検査

３ 大腸カメラ
（人間ドックでの大腸発見率は約１％）

病理組織検査
４ 血液検査

腫瘍マーカー（ＣＥＡなど）

み
な
さ
ん
、

大
腸
カ
メ
ラ
を

受
け
ま
し
ょ
う

「
ゆ
ん
た
く
ま
ち
や
」
情
報

陶
芸
品
の
展
示
即
売
会

「
創
造
美
術
会
陶
芸
部
会
員
」
新
垣
安
隆
（
雅

号
唐
風
）
さ
ん
と
、
山
内
唐
仙
さ
ん
に
よ
る
二
人

展
を
、
装
い
新
た
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ゆ
ん
た
く
ま

ち
や
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
当
日
は
即
売
も
行
い

ま
す
。
お
二
人
は
創
造
展
等
に
お
い
て
、
数
々
の

賞
を
受
賞
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
作
品
が
い
っ
ぱ
い
で

す
。
是
非
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

日

時

７
月
２
日
（
月
）
〜

７
月
14
日
（
土
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

場

所

ゆ
ん
た
く
ま
ち
や

上
原
初
子
水
墨
画
展

現
代
水
墨
画
展
や
国
際
墨
絵
協
会
公
募
展
等
で

多
く
の
入
選
作
を
生
み
出
し
た
、
沖
縄
現
代
水
墨

画
研
究
会
の
上
原
初
子
水
墨
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

独
特
の
筆
タ
ッ
チ
で
描
い
た
素
晴
ら
し
い
作
品

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日

時

８
月
１
日
（
水
）
〜

８
月
15
日
（
水
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

場

所

ゆ
ん
た
く
ま
ち
や



編

集

諸
喜
田
信
敏

東
條

正
躬

田
中

穰

写
真
協
力

池
宮

隆

仲
村

睦
秀

７月の予定

10
日
（
火
）

午
前
10
時
〜

新
入
会
員
説
明
会

17
日
（
火
）

午
前
10
時
〜

理
事
会

８
月
１
日
（
水
）
午
後
１
時
半

安
全
・
適
正
就
業
推
進
大
会
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編

集

後

記

《

セ
ン
タ
ー
の
主
な
就
業
内
容

》

植
木
の
手
入
れ
、
除
草
、
草
刈
、
施
設
管
理
業

務
、
大
工
、
左
官
、
ペ
ン
キ
塗
り
、
福
祉
・
家
事

援
助
、
電
話
受
付
、
宛
名
書
き
、
賞
状
書
き
な
ど

い
ろ
ん
な
軽
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

事
務
局
だ
よ
り

《

同
好
会

》

・
三
線

・
琉
舞

・
手
工
芸

・
ボ
ウ
リ
ン
グ

・
パ
ソ
コ
ン

・
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

・
書
道

《

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

》

・
地
域
の
方
々
に

大
変
喜
ば
れ
て

い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
同
好
会
の
皆
さ
ん

会員募集
《
あ
な
た
も
シ
ル
バ
ー
で

生
き
が
い
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
》

市
内
に
居
住
す
る
60
歳
以
上
で

就
業
や
同
好
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
希
望
す
る
方
。

昨
年
よ
り
２
週
間
遅
れ
で
梅
雨
が
明
け
た
。

夏
本
番
と
な
る
と
心
配
さ
れ
る
の
が
熱
中
症
。

体
力
の
な
い
年
配
者
は
発
症
し
や
す
い
上
に
、

自
覚
症
状
が
少
な
い
の
で
気
づ
い
た
時
に
は
、

重
症
の
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
。

安
全
と
思
わ
れ
が
ち
な
室
内
で
起
こ
る
場
合

も
意
外
に
多
く
、
こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
忘
れ

ず
に
、
油
断
は
禁
物
で
す
。

７
月
は
「
安
全
・
適
正
就
業
強
化
月
間
」
、

暑
さ
を
緊
張
感
に
変
え
て
、
事
故
ゼ
ロ
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

６
月
新
入
会
員
紹
介

６
月
は
女
性
３
人
・
男
性
７
人
合
計
10
人

の
方
々
が
新
会
員
と
し
て
入
会
し
ま
し
た
。

地
区
の
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
。

仲
程

美
津
子
（
越
来
・
宮
里
中
校
地
区
）

宮
里

弘
子

（
越
来
・
宮
里
中
校
地
区
）

喜
屋
武

盛
吉

（
越
来
・
宮
里
中
校
地
区
）

我
謝

宗
廣

（
越
来
・
宮
里
中
校
地
区
）

大
宜
見

朝
淳

（
美
東
・
東
中
校
地
区
）

謝
花

喜
暁

（
美
東
・
東
中
校
地
区
）

伊
礼

幸
男

（
美
東
・
東
中
校
地
区
）

恩
地

敏

（
安
慶
田
中
校
地
区
）

松
本

紀
子

（
山
内
中
校
地
区
）

具
志
堅

義
武

（
美
里
中
校
地
区
）

・
開
催
日

平
成
24
年
７
月
25
日
（
水
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

・
場

所
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
大
会
議
室

・
参
加
希
望
者
は
７
月
23
日
（
月
）
迄
事
務
局

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
刈
払
機
取
扱
作
業
者
安
全
衛
生
教
育
」

講
習
会
の
お
知
ら
せ

〝

技
術
・
技
能
及
び

安
全
面
の
向
上
を
目
指
す

〞


